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	FGR：ガードナー・ラシードネコ肉腫ウイルス（v-fgr）癌遺伝子ホモログ。SRC2、c-fgr、c-src2、FLJ43153、MGC75096、p55c-fgr、p58c-fgrとしても知られる。タンパク質チロシンキナーゼ（PTK）のSrcファミリーに属する。コードされるタンパク質は、ミリスチル化およびパルミチル化のためのN末端部位、PTKドメイン、そしてそれぞれリン酸化チロシン含有モチーフおよびプロリンリッチモチーフとのタンパク質間相互作用を媒介するSH2およびSH3ドメインを含む。このタンパク質は細胞膜ラッフルに局在し、β2インテグリンシグナル伝達経路によって引き起こされる細胞遊走および細胞接着の負の調節因子として機能する。エプスタイン・バーウイルス感染は、この遺伝子の過剰発現を引き起こす。同じタンパク質をコードする、複数の選択的スプライシング変異体が特定されています。
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